






研究目的 

17-OHP の測定に本邦で用いられている抗血清は 1974 年に我々が合成した 17-OHP ｰ 3 ｰ

carboxymethyI oxime･BSA の抗血清であり 1)RIA2)や ETA3)等多くの報告がある。この抗原

のハプテンに用いた17-OH-P-3-CMO はその後の核磁気共鳴(n,m,r,)の分析から幾何学異性

体 3日と 3Zの混合物であることが判明し,これをメチル化することで分離ができるように

なった。この立体異性体の 3Eの抗体を作った結果,抗体力価 5倍に,'また特異性もよくな

り,従来の抗血清では 17-OH-pregnenolone(17-OHP5)の交叉反応が多くて false positive

が多い欠点があったが,これが解決された｡また 17-OHP-6αｰ Succ-BSA を合成し,これによ

って作った抗血清および Lindner から恵与された 17-OHP-7α一 carboxyethylthio 

ether(17-OHP-7αーCET)の抗血清の特性を検討し,17-OHP の測定にはどの抗血清がよいか

をしらべた。 


